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第５期中央区支え合いのまち推進計画（令和４～８年度）について、計画策定（令和 

３年度）後の地域活動の状況や地域福祉を取り巻く状況の変化（新型コロナウイルス感染

症の収束等）に伴う新たな課題を踏まえ、中間見直しを実施し、下表のとおり、１９の 

具体的な取組みを設定し、社会福祉協議会地区部会エリアごとに、重点取組項目を設定 

するとともに、地域共生社会の実現に向けた５つの視点（下記のとおり）が取組項目と 

してどのように反映されているか、見える化を図りました。 

地区部会が中心となって地域の様々な団体・組織と連携・協力しながら、取組項目全体

の推進に努めており、中央区支え合いのまち推進協議会では、各エリアの活動の進捗状況

の確認や課題解決のための情報交換等を行い、計画を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

具体的な取組み（取組項目） 重点取組地区（地区部会エリア） 
主な 
視点 

① 地域の支え合いに関する協議体等の 
設置・推進 

○中央東 ○千葉みなと ○蘇我  

○白旗台 ○生浜 ○川戸 ○星久喜   
視点２ 

② 支え合い活動の仕組みづくり ○東千葉 ○白旗台 ○生浜   

③ 見守り体制をつくる 

○都 ○ちば中央 ○中央東 ○東千葉 

○西千葉 ○新宿 ○千葉みなと ○蘇我 

○白旗台 ○生浜 ○松ケ丘 ○川戸  

 

④ 災害時に支援を必要とする人の避難支援 
○末広 ○寒川 ○ちば中央 ○東千葉 

○西千葉  ○白旗台 ○生浜  
 

⑤ すべての子どもを地域で育てる 
○中央 ○新宿 ○蘇我 ○白旗台 

○生浜 ○星久喜  
 

⑥ ふれあい・いきいきサロンの充実 

○都 ○ちば中央 ○中央 ○新宿  

○蘇我 ○白旗台 ○生浜 ○川戸 

○星久喜  

 

⑦ 地域での健康づくり支援の充実 
○中央東 ○西千葉 ○新宿 ○蘇我  

○白旗台 ○生浜 ○松ケ丘 ○川戸 
 

⑧ 地域でのスポーツ活動及び文化活動の推進 ○白旗台 ○生浜 視点１ 

⑨ 子育てサロンの充実 
○都 ○中央東 ○新宿 ○白旗台 

○生浜 ○川戸 ○星久喜  
 

⑩ 障がい者との相互理解と地域住民等との 
交流の推進 

○新宿 ○生浜 ○星久喜   

＜地域共生社会の実現に向けた５つの視点＞ 

視点１ ： 高齢者、障がい者、子どもなどの対象者別の活動から全世代型、共生型への展開  

視点２ ： 企業、学校、社会福祉事業者、ＮＰＯなど多様な主体との連携 

視点３ ： サロンなど身近な居場所における地域住民等による相談体制づくり 

視点４ ： 地域福祉活動への若者・子どもの参加 

視点５ ： 全世代を対象とした担い手づくり  

 

資料３ 
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中央区内の地域福祉活動の紹介 

具体的な取組み（取組項目） 重点取組地区（地区部会エリア） 
主な 
視点 

⑪ 世代間交流と生涯活躍の場の提供 ○西千葉 ○松波 ○川戸 ○星久喜 
視点１
視点５ 

⑫ 高齢者の地域社会での福祉活動の促進 ○蘇我  

⑬ 障がい者の地域社会での福祉活動の促進 ○都 視点２ 

⑭ 地域福祉活動に参加する機会の提供や 
 地域福祉に関する講座の開催 

○西千葉 ○新宿 ○白旗台 ○星久喜  視点４ 

⑮ 相談体制・情報提供の充実 ○ちば中央 ○白旗台 ○松ケ丘 視点３ 

⑯ 福祉情報誌の充実と「中央区ふくし・防災 
ガイド＆マップ」の活用 

○新宿 ○川戸  

⑰ 地域での福祉教育の推進 ○ちば中央 視点４ 

⑱ 防犯対策の推進 ○中央 ○新宿 ○蘇我 ○白旗台 視点５ 

⑲ 防災体制の充実 
○西千葉 ○中央 ○新宿 ○千葉みなと

○白旗台 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央区支え合いのまち推進協議会だよりは、町内自治会を通じて回覧します。 

 町内自治会に加入されていない集合住宅等については、お申し出いただければ管理組合代表者等へ

郵送いたします。（各戸への配布はいたしません。） 

 また、保健福祉センター、区役所、公民館、市民センター等でも閲覧できます。 

 ご希望の際は、下記までご連絡ください。 

 【問い合わせ】中央区支え合いのまち推進協議会事務局 電話：043（221）2150 

 

 

松波会館で、多世代交流の輪が広がる「地域食堂 松波のちゃぶ台」が 

始まりました。「サザエさん」一家のように食卓を囲む昭和の家庭の風景を 

イメージしてネーミングされました。 

千葉経済学園ボランティアセンターを通じてボランティアを募集し、 

千葉経済大学や千葉経済大学附属高校の学生も一緒に活動しています。 

沢山の野菜を使った料理は、子どもにも高齢者にも大好評です。小さな 

子どものいる世帯や学生、一人暮らしの方、９８歳の方など利用者の感謝の思いがあふれ、笑顔で触

れ合えることがスタッフにとって楽しみです。 

回を重ねるごとに利用人数も増えています。子ども食堂という枠にとらわれず地域食堂にして、無

料提供にしていることもあり、農家や利用者からの食材の寄付が寄せられ、そのまごころがスタッフ

のモチベーションにつながっています。 

だれでもふらりと立ち寄り、一緒に気軽にごはんを食べられるような場を作りあげ、そのことで利

用者も提供者もスタッフも共に育ち合う。その思いが広がり「地域食堂 松波のちゃぶ台」は進化し

つづけています。 

この「地域食堂 松波のちゃぶ台」は、千葉市社会福祉協議会松波地区部会・千葉市第 114地区民

生委員児童委員協議会・千葉市松波町会が連携して行っている取組みであり、また、第 5期「中央区

支え合いのまち推進計画」の土台をなす重要な視点をすべて先取りした活動です。なお、この活動は 

中央区地域活性化支援事業「みんなで創る中央区づくり」の対象団体となっており、行政もこの活動

を支援しています。 

 

松波地区部会エリア 地域食堂「松波のちゃぶ台」 

地区部会エリアでの新たな取組みについてご紹介します！ 

 


